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で
の
豊
か
な
自
然
や
人
々
と
の
交
流

を
体
験
す
る
予
定
で
あ
る
。

助
役

(2)
①
住
民
の
方
々
の
相
談
を
し
っ

か
り
と
受
け
、
県
や
事
業
者
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

市
民
環
境
部
長

②
許
可
の
際
に
は
健

康
被
害
も
含
め
、
環
境
ア
セ
ス
な
ど

の
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

永
尾
議
員

(1)
水
産
行
政
に
つ
い
て

大
村
湾
の
水
質
保
全
対
策
を
推
進

す
る
た
め
、
本
市
で
は
い
ち
早
く
下

水
道
事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
92
％

の
水
洗
化
率
で
あ
る
。
水
洗
化
が
進

ん
で
い
な
い
湾
沿
岸
の
他
自
治
体
に

対
し
、
大
村
市
か
ら
働
き
か
け
で
き

な
い
か
。

湾
の
水
質
浄
化
、
漁
家
経
営
の
安

定
策
と
し
て
カ
キ
養
殖
事
業
が
行
わ

れ
、
特
に
平
成
17
年
度
か
ら
開
催
さ

れ
た
「
カ
キ
ま
つ
り
」
は
大
変
好
評

で
あ
る
。
更
な
る
湾
浄
化
と
水
産
業

振
興
の
た
め
、
カ
キ
に
次
ぐ
養
殖
事

業
の
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
た
い
。

(2)
福
祉
行
政
に
つ
い
て

学
童
保
育
固
有
の
役
割
と
し
て
、

児
童
福
祉
法
に
お
い
て
「
適
切
な
遊

び
及
び
生
活
の
場
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
家
庭
で
の
生
活
に

市
全
体
を
見
据
え
、
全
面
的
に
支
援

し
て
い
く
。

②
野
岳
新
茶
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
、

ナ
シ
狩
り
等
が
で
き
る
観
光
農
園
、

シ
ュ
シ
ュ
の
体
験
学
習
教
室
な
ど
が

あ
る
。
今
後
更
な
る
地
域
資
源
の
発

掘
に
努
め
、
大
い
に
活
用
し
た
い
。

③
５
月
に
大
村
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

観
光
農
園
協
議
会
、
新
茶
ま
つ
り
実

行
委
員
会
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

市
は
賛
助
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長

④
協
議
会
で
、
様
々

な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
人
材

育
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど

の
情
報
発
信
等
に
取
り
組
み
、
体
験

観
光
客
の
誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
長

⑤
県
の
長
崎
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
育
成
事
業
を
活

用
し
て
い
く
。

教
育
長

⑥
農
作
業
体
験
等
に
よ
り
命

の
尊
さ
な
ど
が
実
感
で
き
る
と
考
え

る
。
本
年
度
は
県
の
「
し
ま
」
へ
の

修
学
旅
行
推
進
事
業
に
よ
り
、
壱
岐

準
じ
た
生
活
を
保
障
す
る
に
は
、
集
団

内
の
人
数
の
上
限
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
市
で
も
児
童
数
は
大
変
増
加
し

て
お
り
、
特
に
ほ
う
こ
ク
ラ
ブ
で
は
平

成
18
年
度
に
は
１
０
０
人
を
超
え
、
大

変
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
学
童
保
育

大
規
模
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
た
い
。

市
長

(1)
大
村
湾
浄
化
の
た
め
に
は
沿
岸

自
治
体
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
浄
化

対
策
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
大
村
市
長
は
長
年
に
わ
た
り
、
沿

岸
５
市
５
町
で
構
成
し
て
い
る
「
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
」
の
会
長
を
務

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
県
と
一
体
と

な
っ
て
沿
岸
自
治
体
の
水
洗
化
推
進
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

農
林
水
産
部
長

最
近
で
は
二
枚
貝
の
養

殖
、
増
殖
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
県
漁
協
、
関
係
機
関
と
協
力

し
、
大
村
湾
の
環
境
対
策
、
漁
家
経
営

の
安
定
の
た
め
に
養
殖
等
を
進
め
、
漁

業
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
長

(2)
１
校
区
１
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置

を
目
標
に
進
め
て
き
た
が
、
現
在
校
区

に
よ
っ
て
は
学
童
数
の
増
加
に
よ
り
大

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
。

適
正
な
規
模
で
の
運
営
が
望
ま
し

く
、
新
た
な
学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
地
域
の
実

情
に
配
慮
し
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

福
祉
保
健
部
長

今
後
１
校
区
に
２
箇

所
、
複
数
箇
所
設
置
に
向
け
て
積
極
的

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

和
崎
議
員

(1)
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
焼
却
炉
修
繕
維
持
費
の
総
額
が
毎

年
１
億
数
千
万
円
に
上
り
、
こ
れ
が

随
意
契
約
と
し
て
10
年
間
も
続
い
て

い
る
。
世
情
で
は
談
合
不
正
が
い
わ

れ
る
中
、
本
市
も
建
設
メ
ー
カ
ー
と

の
随
意
契
約
で
競
争
入
札
が
行
わ
れ

な
い
現
状
。
こ
れ
に
よ
る
市
税
の
無

駄
遣
い
が
毎
年
数
千
万
円
に
上
る
事

は
本
議
員
の
調
査
で
明
確
で
あ
る
。

本
年
度
も
１
億
２
千
万
円
で
遂
行
さ

れ
る
事
に
市
民
も
納
得
で
き
な
い
。

競
争
入
札
に
す
べ
き
で
あ
り
、
も
し

で
き
な
い
と
す
れ
ば
議
会
と
し
て
精

査
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
資
料
が

あ
る
中
で
あ
く
ま
で
も
血
税
を
無
駄

に
す
る
理
由
を
聞
き
た
い
。

②
水
道
局
の
合
理
化
、
清
掃
課
の
民

営
。
民
営
化
は
具
体
的
に
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か
。
特
に
幼
稚
園
、
保

育
園
の
一
元
化
に
つ
い
て
、
横
浜
市

の
裁
判
で
の
市
側
敗
訴
事
件
。
本
市

も
20
年
を
待
た
ず
し
て
市
民
に
周
知

す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
状
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

(2)
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

犯
罪
を
誘
発
す
る
公
園
等
の
植
栽

を
見
通
し
よ
く
手
入
れ
す
べ
き
!!

10
年
間
、
毎
年
、
１
億
数
千
万
円
の

巨
額
の
随
意
契
約
!!

な
ぜ
競
争
入
札
に
し
な
い
の
か
!!

毎
年
数
千
万
円
の
血
税
が
!!

飛
ん
で
い
る
。
ど
こ
に
!!

大
村
湾
の
環
境
対
策
と

養
殖
等
を
進
め
る
漁
業
を
目
指
し
て

学
童
保
育
の
大
規
模
対
策
に
つ
い
て

シュシュ（大村市グリーンツーリズム
推進協議会事務局）




